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１．開催日  令和６（2024）年 10月 25日（金） 

 

２．開催場所 栃木県公館 大会議室 

 

３．出席委員 15名 

 

増 田 委 員、藤 島 委 員、大 森 委 員、柾 委 員、荒 井 委 員、 

青 木 委 員、藤 田 委 員(代)、岩 﨑 委 員(代)、安 東 委 員(代)、 

難 波 委 員(代)、早 川 委 員、小 菅 委 員、渡 邉 委 員、螺 良 委 員、 

木 村 委 員 

 

 

 

※(代)は代理出席であり、２号委員（関係行政機関の職員）については栃木県都市計

画審議会規程により代理出席が認められております。 
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午後１時３０分 開会 

○事務局 それでは、ただいまから第１８８回栃木県都市計画審議会を開会いたします。 

開会にあたりまして、県を代表して谷県土整備部長から御挨拶申し上げます。 

○谷県土整備部長 皆さんこんにちは。開催にあたりまして一言御挨拶申し上げます。 

委員の皆様におかれましては、御多用のところ本審議会に御出席いただきまして、誠

にありがとうございます。また、日ごろから本県の都市計画行政に御支援、御協力いた

だきまして、改めて御礼を申し上げます。 

 さて、１月１日に起きた石川県能登半島地震でございますが、その爪痕が残る中、９

月の豪雨出水によりまた災害が起きております。今日のテレビでも報道されていました

が、復旧・復興にはまだまだ時間がかかる状況のようでございます。 

 県土整備部では、能登半島の復旧支援ということで、４月１日から石川県に技術職員

を２名派遣しております。加えて、今年夏の豪雨がありましたので追加で４名、先日は

山形県でも雨が降りましたので、山形県にも先日１名派遣したところでございます。引

き続き被災地支援に全力で努めて参ります。 

 このような中、本県では、「とちぎの都市ビジョン」に基づき、次期プランとなりま

す「都市計画区域マスタープラン」の策定を進めているところでございます。このよう

な災害が多発する中、県民の皆様の命と財産を守り、災害に強いしなやかなまちづくり

に市町と共に取り組んで参りますので、引き続き、各位の御支援、御協力をお願いした

いと思います。 

 さて、本日は、審議事項として、「都市計画道路の変更について」と、建築基準法第

５１条ただし書きの規定による「産業廃棄物処理施設の敷地の位置について」の２件を

御審議いただく予定になっております。 

忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではございますが挨拶

といたします。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○事務局 本日の出席者でございますが、委員２０名のうち１５名に御出席いただいてお

ります。栃木県都市計画審議会条例第５条に定める定足数に達していることを御報告申

し上げます。 

それでは、本日の付議議案について御審議をお願いいたします。議事の進行につきま

しては、大森会長よろしくお願いいたします。 

○議長 それでは早速議事を進めさせていただきます。 

まず議事録署名委員ですが、１番 増田康則委員、２番 藤島博英委員を指名させてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  本日の案件としましては、次第にございますように、付議案件が２件、報告案件が１

件でございます。 



 - 3 - 

また、審議会は、栃木県都市計画審議会規程第１２条の規定におきまして、栃木県情

報公開条例第７条に定めております、個人の権利利益を害する恐れがある事項などを審

議する場合や、公開することにより公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められ

る場合を除き、原則として公開となっております。本日は傍聴者の方はおられないとい

うことです。 

 それでは、第１号議案「足利佐野都市計画道路の変更について」を議題といたします。

この議案につきまして、幹事から説明をお願いいたします。 

○幹事（栃木県都市政策課長） 都市政策課長をしております日原でございます。 

第１号議案について御説明いたします。タブレットで共有しておりますのは「議案書」

の位置図です。 

足利佐野都市計画道路のうち、赤で示しております 1・３・１号北関東横断道路と、

３・５・１０６号７丁目大前線の２路線について都市計画を変更しようとするもので、

都市計画法第２１条第２項「都市計画の変更」の規定において準用する同法第１８条第

１項「都道府県の都市計画の決定」の規定により、御審議いただくものでございます。 

まず、画面上大きく横に伸びているのが１・３・１号北関東横断道路、いわゆる北関

東自動車道です。本路線は県内５４．８ｋｍある北関東自動車道の一部を構成し、群馬

県境の足利市鹿島町を起点とし、佐野市富士町を終点とする、延長約２０．６ｋｍの自

動車専用道路です。 

そこに交差するように、同様、赤いラインで表示してある路線が３・５・１０６号７

丁目大前線です。足利市通７丁目を起点とし、足利市大前町を終点とする、延長約   

４．５ｋｍの幹線街路です。 

この交差する部分が今回変更するエリアとなりますが、渡良瀬川左岸、ＪＲ両毛線山

前駅北側にあり、足利市役所から直線距離で約３ｋｍ北西に位置しております。 

次に計画書でございます。この計画書では、御審議いただく２路線の変更後の内容に

ついて記載してあります。 

表の左端、種別欄の上段、自動車専用道路と縦書きで記載の欄が１・３・１号北関東

横断道路で、下段、幹線街路と記載されている欄が３・５・１０６号７丁目大前線です。 

路線ごとに名称、位置、区域、構造について記載しております。 

構造に関する補足ですが、ほぼ中央の構造形式の欄の「地下式」とはトンネルなどが

連続している区間をいい、｢嵩上式｣とは盛土や橋梁などで道路面が地盤の高さより５ⅿ

以上高い区間をいいます。また、それ以外の区間を「地表式」として表示しております。 

１・３・１号北関東横断道路は、「地下式」の区間が合計で約４，５００ⅿ、｢嵩上式｣

の区間が約１６，１３０ⅿとなります。３・５・１０６号７丁目大前線は、「地表式」

の区間が約４，０５０ⅿ、「地下式」の区間が約４５０ⅿとなります。 

なお、今回変更した部分でございますが、１・３・１号北関東横断道路については、
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構造形式の内訳の中、なお書きのうち、足利市五十部町地内、足利市山下町地内の地名

を追加しており、北関東自動車道の一般道への連結部、いわゆるスマートインターチェ

ンジを設置する場所の地名となります。 

また、３・５・１０６号７丁目大前線については、右側の幅員の欄における１４．５

ⅿから６２．０ⅿと記載した部分で、これまで１４．５ⅿとしたところを、法面構造部

の幅が確定し、法面部を含めた最大の道路幅が６２．０ⅿとなるものでございます。 

続きまして、都市計画変更の内容について御説明いたします。 

御覧の位置図において赤の実線で表示している路線が、今回変更する１路線目、都市

計画道路１・３・１号北関東横断道路となります。北関東自動車道は、群馬県高崎市と

茨城県ひたちなか市を結ぶ、東北縦貫自動車道との重用区間約１４ｋｍを除いた延長約

１３５ｋｍの高速自動車国道であり、北関東３県の県庁所在地を連絡するとともに、関

越自動車道・東北縦貫自動車道・常磐自動車道を連絡する広域的な幹線道路です。その

一部を構成する１・３・１号北関東横断道路は平成２３年に供用が開始され、この開通

により北関東自動車道は全線開通となっております。 

これ以降、北関東自動車道を軸に産業が集積し、本路線沿線においても工場立地が増

加するとともに、物流拠点である佐野インランドポートが整備されるなど、輸送の効率

化にも大きく寄与しております。 

また、移動時間の短縮により観光地としての魅力向上や医療機関までのアクセス性の

向上、多様なルート選択による災害時のリダンダンシーの確保や渋滞回避など、多様な

効果をもたらしております。 

一方で、本県においては高速道路のインターチェンジ間の距離が長く、高速道路が持

つ多様な機能を十分に発揮できていない状況です。特に、太田桐生インターチェンジか

ら足利インターチェンジ間は延長約１０．３ｋｍございます。北関東自動車道の県内平

均９．３ｋｍと比較しても長く、両インターチェンジから足利市西部に向かうには、中

心市街地を通過する、または渡良瀬川を渡河するほかなく、アクセス性等に課題があり、

新たな連結箇所が必要です。 

そのため、今回、１・３・１号北関東横断道路の都市計画を変更し、３・５・１０６

号７丁目大前線との交差部である足利市五十部町及び足利市山下町に（仮称）足利スマ

ートインターチェンジを追加するものです。 

続いて、位置図において赤の実線で表示している路線が、今回変更する２路線目、３・

５・１０６号７丁目大前線です。北関東横断道路と交差し、（仮称）足利スマートイン

ターチェンジに連絡する都市計画道路です。全区間延長約４．５ｋｍのうち、今回変更

する区間は、右下図、青色破線の枠内で示す約１．１ｋｍです。 

この３・５・１０６号７丁目大前線は、一級河川渡良瀬川の左岸側における足利市街

地西部の外郭を形成する都市幹線街路であり、北関東自動車道の新たな連結箇所へのア
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クセスを担うほか、災害時のリダンダンシー確保や既存の市道三重小俣線や県道桐生岩

舟線の渋滞緩和にも寄与することになる路線です。 

本路線は、昨年度の２月に開催した第１８６回都市計画審議会にて、今回と同様の区

間の幅員構成の変更について御審議いただいた路線です。今回は、７丁目大前線や当該

路線に交差する（仮称）足利スマートインターチェンジの詳細な設計に伴い、道路を構

築する上で必要な法面の形状等が確定したことから、法面部を含めた区域を追加変更す

るものです。 

次に、こちらが１・３・１号北関東横断道路の「変更箇所の新旧対照図」です。今回

の変更により新規に追加する足利スマートインターチェンジの区域をピンク色で着色

しております。足利スマートインターチェンジは、北関東自動車道のパーキングエリア

やサービスエリアを利用した連結ではなく、北関東自動車道本線から直接、図面横方向

に伸びる３・５・１０６号７丁目大前線北側にアクセスするものです。本線への合流部

や本線からの分流部を含め、変更する区域は、高速道路方向で長さ約０．６ｋｍ、幅が

約０．５ｋｍの区域となります。 

続いて、スマートインターチェンジのランプ部にアルファベットでＡ－Ａ’と表示し

た部分の横断図を示します。変更計画の横断図になりますが、幅員構成は、車道が   

３．５ⅿ、路肩が２．５ⅿ、保護路肩が０．７５ⅿ、中央帯が２．５ⅿの合計１６．０

ⅿの幅員となります。また、今回定める都市計画道路の幅は、図面左下の市道との兼用

側溝から右下の管理用防護柵までの道路本線と道路法面を含めた区域となり、Ａ－Ａ’

断面では都市計画決定幅が３０．０ⅿとなります。 

次に、このスライドは、北関東自動車道と足利スマートインターチェンジ及び７丁目

大前線の詳細図になります。本スマートインターチェンジはＥＴＣ専用であり、緑色で

示した線が入口、出口及び誤進入防止のためのバーとなり、矢印は進行方向を示してお

ります。 

なお、スマートインターチェンジが平面図上折れている部分の円形構造は、誤進入車

両の円滑かつ迅速な誘導やスマートインターチェンジのコンパクト化などを踏まえ、設

計車両であるセミトレーラー連結車に対応できるラウンドアバウトに似た半径１８ⅿ

の円形の進入・退出路となります。 

続きまして、３・５・１０６号７丁目大前線です。ピンク色で着色した部分が新たに

追加する範囲でございます。また、アルファベットでＢ－Ｂ’と表示した部分が都市計

画決定幅を大きく変更する部分になります。Ｂ－Ｂ’の断面を含むピンクで着色したエ

リア及び、右側に２ヵ所のピンクエリアも同様の変更理由となります。いずれも小高い

山が存在し、道路を構築するための切土及び切土法面の保護工が必要となるため、法面

部を含めた区域を追加変更するものです。 

こちらはＢ－Ｂ’の横断図です。現計画と変更計画案を新旧対照で表示しております。
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図面下にある黄色のタイトルで表示された横断図が現在の計画幅員です。本断面におけ

る道路の幅員構成は、車道が３．２５ⅿ、路肩が１．５ⅿ、歩道が２．５ⅿの合計    

１４．５ⅿの幅員となります。今回変更する都市計画の幅は、現計画の１４．５ⅿの幅

員に法面部の幅を加え、図面の上段にある赤字のタイトルの変更計画案のとおり、最大

で幅員６２．０ⅿの区域となります。 

次に、今回変更する１・３・１号北関東横断道路の新たなスマートインターチェンジ

の設置及び接続道路である３・５・１０６号７丁目大前線の整備による代表的な効果例

を説明させていただきます。 

足利市の人口の約３割が集中する足利市西部地区にお住いの方々が太田桐生インタ

ーチェンジを利用して東北道へ向かう場合、交通が集中する渡良瀬川にかかる橋を通ら

ずに高速道路へアクセスできるほか、渡良瀬川右岸の南部地区にお住まいの方々が東北

道へ向かう場合、混雑する足利市の中心市街地を回避し高速道路へアクセスできるなど、

利便性が向上します。 

また、西部地区をはじめとする渡良瀬川沿川は、浸水想定区域が広がっておりますが、

スマートインターチェンジの設置により洪水時における新たな輸送経路が確保され、西

部地区をはじめ、足利市内の避難や復旧活動の迅速化、社会活動の早期再開が図られま

す。 

さらに、第三次救急医療機関である足利赤十字病院へのアクセスにおいて、現状では

混雑する橋梁の渡河や市中心部の通過が必要ですが、スマートインターチェンジの設置

により、それらを回避したアクセスが可能となり、緊急搬送時間の短縮による人命救助

に大きく寄与するなど、広域医療体制の充実が図られます。 

なお、足利スマートインターチェンジは一日あたり２，８００台が乗り降りするほか、

高速道路本線も一日あたり６００台増加する新規需要を見込んでおり、地域経済の活性

化に寄与するものと考えております。 

加えて、これまで太田桐生インターチェンジや足利インターチェンジを利用していた

方々が足利スマートインターチェンジへ一部転換され、例えば、足利市の中心市街地を

通る一般国道２９３号では、大月町付近で一日あたり約１６，３００台から約    

１６，０００台に減少するなど、混雑緩和の効果も期待されます。 

１・３・１号北関東横断道路と３・５・１０６号７丁目大前線の２路線における都市

計画変更の説明は以上となります。 

なお、今回御審議いただく２つの路線の変更案につきましては、あらかじめ、都市計

画法第１７条に基づき、変更の案を令和６年９月６日から９月２０日までの２週間、公

衆の縦覧に供しましたが、意見書の提出はありませんでした。 

また、都市計画を決定しようとするときは、同法第１８案に基づき、あらかじめ関係

市町村の意見を聴取することになっておりますが、関係市である足利市から、令和６年
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１０月１１日付、「異存ない」旨、回答を得ておりますので報告します。 

第１号議案の御審議、よろしくお願いします。 

○議長 ありがとうございました。ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様には審議

をお願いいたします。御質問、御意見がございましたらお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

  それでは、御質問、御意見は特にないようですので、本案件については、原案どおり

議決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 ありがとうございます。御異議がございませんので、本案件については、原案ど

おり議決いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長 それでは、第２号議案「小山栃木都市計画区域内に設置する産業廃棄物処理施設

の敷地の位置について」を議題といたします。この議案につきまして、幹事から説明を

お願いします。 

○幹事（栃木県都市政策課長） 第２号議案について御説明いたします。 

平成２２年に当審議会の議を経て、建築基準法第５１条ただし書きの規定に基づく許

可を取得した産業廃棄物処理施設が、今回、敷地を拡張するため、改めて敷地の位置が、

都市計画上支障がないか御審議いただくものです。 

タブレットで共有しております「位置図」を御覧ください。画面中央、矢印で示す本

案件ですが、下野市上古山地内に位置しております。当該地の位置を赤枠で示しており、

斜線部が敷地の拡張箇所になります。 

第２号議案の詳細につきましては、特定行政庁の事務を所管しております栃木県県土

整備部建築課長から説明いたします。 

○幹事（栃木県建築課長） 建築課長の小又です。 

  それでは、第２号議案について御説明いたします。タブレット画面を御覧ください。 

  まず、根拠となる建築基準法第５１条ただし書きについて説明いたします。建築基準

法第５１条第１項本文において、「都市計画区域内においては、卸売市場、火葬場又は

と畜場、汚物処理場、ごみ焼却場、その他政令で定める処理施設の用途に供する建築物

は、都市計画においてその敷地の位置が決定しているものでなければ、新築し、又は増

築してはならない。」とされております。また、「特定行政庁が都道府県都市計画審議会

の議を経て、その敷地の位置が、都市計画上支障がないと認めて許可した場合において

は、この限りではない。」とただし書きがされております。 

  次に、本案件が、この建築基準法第５１条ただし書きの許可が必要である理由につい

て御説明します。枠内を御覧ください。 

  建築基準法施行令第１３０条の２の２ 第２号のイの下線部分で示す「産業廃棄物の
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処理施設」の新築等で、「廃棄物処理法施行令で定める規模」を超える場合に許可が必

要となります。木くずの破砕施設につきましては、廃棄物処理法施行令第７条第８号の

２に掲げられており、一日の処理能力が５トンを超える場合となります。 

  本施設は、平成１７年から処理能力において許可が不要な範囲で営業しておりました

が、処理能力を拡大するため、平成２２年に建築基準法第５１条ただし書きにより敷地

の位置について許可を受けているものです。許可を受けた施設の敷地を拡張する場合は、

敷地の位置の変更に該当することから、当該ただし書きによる再度の許可が必要となる

ものです。 

  次に、施設概要について御説明します。画面左側の「１ 位置図」を御覧ください。

当該地の位置を赤矢印で示しております。場所は、東武宇都宮線安塚駅から南東へ約１．

２ｋｍの下野市北部上古山地内に位置しております。都市計画上の区域は「市街化調整

区域」であることから、下野市において開発許可の取得を予定しております。 

 周辺は主に耕作地となっており、学校、病院、福祉施設の位置については青と緑のマ

ルで示しており、施設周辺にはございません。最も近い民家でも処理施設から約１２０

ｍ離れております。 

 騒音及び振動等に関する「生活環境影響調査」は、当初許可時の平成２１年と、破砕

機を入れ替えた令和４年に実施し、基準値を下回っておりました。本計画においては、

処理能力の変更がないことから、「生活環境影響調査」は実施しておりません。 

 当該地への主な搬出入についてですが、県道羽生田上蒲生線から県道鹿沼下野線を経

由し搬出入することとしております。搬出入口となる県道鹿沼下野線は、幅員が１０ⅿ

となっており、運搬車両の通行に支障はございません。 

 なお、当該道路につきましては、近隣小学校の通学路となっておりますが、通学路の

区間には歩道が整備されており、安全上の支障はございません。 

 また、当該敷地は、一級河川姿川の浸水想定区域に含まれておりますが、新設する工

場のチップを保管する部分の床高を、想定される最大浸水深よりも高くすることから、

安全上及び衛生上も支障がないものと判断しております。 

 次に、画面右側の「２ 施設の概要」を御覧ください。本施設は、平成２２年に建築

基準法第５１条ただし書き許可を取得し、中間処理施設として産業廃棄物である木くず

の破砕処理を行っております。受け入れた木くずを破砕機により破砕し、発電用資材と

して搬出しております。 

 既存敷地が狭隘となっていることから、本計画は業務の効率化を図るために敷地を拡

張し、業務を管理する事務所及び機材を格納するための倉庫、仕分け作業を行う工場の

３棟を増築するものであり、処理能力の変更はございません。 

 画面右下「３ 施設配置図」を御覧ください。既存の敷地の南側に敷地を拡張し、事

務所、倉庫及び仕分け作業を行うための工場を増築する計画となっております。 
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 排水につきましては、雨水は敷地内において浸透処理し、事務所から出る雑排水等は

合併浄化槽から土地改良区排水路に放流することとしており、土地改良区の承認を得て

おります。 

 以上のことから、本施設の敷地の位置の決定については「都市計画上支障がないもの」

と考えております。 

 第２号議案の説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございました。ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様には審議

をお願いいたします。御質問、御意見がございましたらお願いいたします。 

特にございませんか。 

それでは、御質問、御意見がないようですので、本案件については、原案どおり議決

することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 御異議がございませんので、本案件については、都市計画上支障がない旨、知事

に答申いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長 続きまして報告事項に移ります。報告第１号「市町村の都市計画決定について」、

事務局から御報告をお願いいたします。 

○幹事（栃木県都市政策課長） 報告第１号「市町村の都市計画決定について」御報告い

たします。 

  前回の当審議会で報告させていただいた案件以後、令和６年８月１９日から１０月 

２４日までの約２カ月間における、県内市町が都市計画決定した案件について、御報告

するものでございます。 

  表に記載のとおり、壬生町で土地利用に関するものが１件、都市計画決定されており

ます。 

壬生町おもちゃのまち一丁目地区において用途地域を変更したものであり、位置は御

覧のとおりです。 

報告は以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。報告ということですので、事前に送付しました資料を

後ほど御確認ください。 

 以上をもちまして、本日の議事を終了いたします。委員の皆様には御審議いただきあ

りがとうございました。 

 それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

○事務局 大森会長はじめ委員の皆様におかれましては、御審議いただきまして大変あり

がとうございました。 

 以上をもちまして、第１８８回栃木県都市計画審議会を閉会いたします。 
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本日はありがとうございました。 

午後２時５分 閉会 


